
Automated Evidence of Clonality: 

クローナリティの自動証明機能
人工知能ベースの AEC 機能により CHO、HEK、iPS、
Sf9、ハイブリドーマ細胞を播種 0日目の時点で自動的
に同定・識別し、その位置をナビゲーションすることで、
ユーザーの作業時間を節約します。

Confluence Precision Scan: 

高精度コンフルエンシー測定機能
新しい高精度なコンフルエンス・スキャンで、細胞の
拡大培養に最適なタイムポイントを知ることにより作業
時間を節約できます。

Cell Metric® X
・人工知能によるクローナリティの自動証明で
　細胞株開発の時間と労力を削減

高解像度イメージングと人工知能による細胞の自動識別
新しくなった CMXの特長：

Single-cell locations

Over-seeded

Non-cell locations (cell debris, air bubbles)

シングルセル CHO細胞

ダブレット CHO細胞

シングルセル iPS細胞
半透明の iPS細胞のような困難な
細胞タイプも高解像度で捉える
ことができます。

CMXの AEC機能は、播種 0日目の時点で
ユーザーの判断を受けることなく、シングルセル、
凝集塊、細胞以外のデブリを識別し、さらに細胞
の位置をナビゲーションします（図中緑マー
カー）。
各ウェルは播種状況によって自動的に色分けさ
れ、一目でシングルセル播種効率を把握できます。

ウェルのエッジ部分でも
鮮明な画像解析画可能



クローナリティの自動証明とコンフルエンシーの
精密スキャンで生まれ変わる iPS細胞研究
iPS細胞は凝集しやすいため、細胞の凝集が起こりやすく、　
“outgrowth bias” と呼ばれるモノクローン由来でないコロニー
の割合が高くなります。
また、従来の限界希釈法では、プレートの約 30％のウェルし
かシングルセルを含まない可能性があり、“outgrowth bias”
によってこの割合はさらに低くなります。

高精度スキャンで
細胞継代タイミングを管理
Confluence Precision Scanは ±5％の精度でコン
フルエンシーの測定が可能で、細胞継代の最適なタ
イミングをピンポイントで特定することができま
す。それにより、分化や多能性喪失のリスクを軽減
することができます。

人工知能によって識別された iPS細胞のコロニーの領域
が緑で表示されています。

限界希釈のように何週間も待つ
必要はありません
限界希釈の場合、コロニーの成長まで 14日間
程度待つことで、限界希釈に用いた細胞懸濁液
が適正な濃度であったかを初めて判断すること
ができます。
CMXは、播種 0日目で単一の iPS細胞を瞬時に
識別し、モノクローナルコロニーの分析にかか
る時間とコストを削減することができます。
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